
＜シャローム和光＞「ボッチャでコミュニケーション！」
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PICK UP! イベントレポート

　本日はシャロームのサークルを２つご紹介いたします。サークルは希望者が集まって自発的に発

足しているグループ活動です。「お茶サークル」では、お茶のたて方はもちろんのこと、お茶を頂く

ときの作法も教えてもらえます。「手話サークル」では指文字を使ってシリトリをしたり、挨拶や、

質問、天気などを動画を見ながら学びます。同じ趣味や嗜好を持つ人が集まると話がはずみます

し、仲良くなるきっかけにもなります。またお互いを高めあえるので良いですね。

＜シャローム所沢＞「お茶サークル」＆「手話サークル」

　今日はボッチャで身体を動かしました。ボッチャは、赤チームと青チームに分かれ、自分のチ

ームカラーのボールをどれだけ白いボールの近くに置くかが勝利のカギとなるスポーツです。ボ

ッチャのルール説明→チーム分け→対戦の流れで進めていきました。対戦する中で、自発的に参

加者同士で戦略の話をしたり、ボールの投げ方についてアドバイスをしあったり。参加者のみな

さんは、コミュニケーションも一緒に楽しまれていたようでした！

　今日のプログラムは「就労セミナー」。就職活動について、様々な内容が学べるシリーズです。今

回は、就労準備性のピラミッドを基に、今、自分は何ができて、何が不十分なのかを把握していくこ

との大切さが学べました。ピラミッドを下から積み上げていくことにより、就労に向かって準備が

整うようになっているので、自分自身がどの段階にいるのか確認してみるのも良いですね。気にな

った方は、ぜひ一度見学にいらしてくださいね♪

＜シャローム浦和＞「就労セミナー」で自分自身の段階を知ろう！

イベントの参加費は無料です。参加希望の方は事前に、下記まで電話、又はメールにてお問合せ下さい。
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シャロームから皆さまへのお便り
2023 年－春－ 利用者様の作品を紹介します。
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色々な訓練
　寒暖差が激しくもありますが、温かい日が増えてきたように思います。また、日が長くなったと感じておりま
す。皆様体調崩されずに過ごされていますでしょうか。今回初のご挨拶となりますが、利用者様が訓練するにあ
たりどのようにすれば訓練しやすくなるか去年色々と考えた事を思い出しました。体調が優れない日でも少し何
か出来ないか？体調を崩しているからこそ何をすれば回復するか？今後就職しても誰で も不調な日はあるので
気分転換の方法を考える等も立派な訓練だと気づきました。
　最近入られた方は普段やっている家事が訓練になる事に驚かれており、その報告をする事でメリハリがつい
ていると仰っていた方もいました。新しい年度がスタートします。是非皆様の訓練のお手伝いをさせて頂けれ
ばと考えております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シャローム浦和　施設長代行　菊本雄）

シャロームの思い
　花便りも伝わる今日この頃、皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。今回は、シャロームの考える就労支援についてご紹介します。就労移行
支援事業所は、障がいのある方が一般企業に就職するためのサポートをする福祉サービスですが、障がいのある方が、自分らしく居られる
場所を、自分らしく歩める道を一緒に探すのが、シャロームの考える就労支援です。 シャロームでは、お一人おひとりのなりたい自分、やりた
いこと、手に入れたい未来について沢山語り合います。そしてそれぞれの願う幸せな未来に向けて、必要なことを、必要な分だけ、無理のない
ペースでご本人と話し合い、希望に向かっていくプログラムを一緒に考え実施していきます。

価値観
　働き方や仕事の価値観が変化する昨今において、なりたい職業の中にYouTuberが入るのは当たりの時代となりました。そのYouTubeはと
ても興味の引かれる内容に編集されていて、時間を忘れてしまうほど見入ってしまう方も少なくないとよく耳にします。しかしそういった動
画を作成するには様々な工夫やスキルが必要になると言われております。仕事として成り立たせるためには、ハードルが高そうな職業のよう
です。編集している方はどのような感覚や感情で作成しているのでしょうか。おそらくは楽しく編集されている方から辛い思いをしながらも
何とか収入に繋げている方もいることでしょう。
　どんな感覚や価値観で仕事をするのかについては、以前の「働き方座談会」でも議論を深めましたが、肝心
なことは一つの仕事を長く続けることなのか、それとも転職を繰り返しつつも働き続けることでしょうか。これ
は人よってそれぞれ違いはあると思いますが、私はどんな形であっても働くことができれば良いと思っており
ます。自分の適職を探すのは難しいですし、適職であっても職場の環境によっては続けることが難しいことも
出てくると思いますので、「同じ仕事を続けなければならない」という縛りは時に自分を苦しめてしまうことも
あるかと思います。ゆったりとした気持ちで仕事もプラベートも楽しんでいただきたいと思っております。「な
んとかなる。」そんなゆったりとした気持ちを持って新たな年度を迎え、明るい未来を想像できるような目標
を定めていただければ幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　   （シャローム和光　施設長　神田紀男）
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　シャロームには、「Share& Care Imagination& Creation」というキャッチフレーズがあります。
私たちは、「Share 一人じゃないですよ Care 手を取り合っていきましょう Imagination 一緒に考え
てみましょう Creation 新しい可能性だってあるんです！ 」そんな思いを胸に、利用者の皆様と接し
ています。障がいのある中で悩まれ苦しまれている方やご家族・サポートされている方がおりました
ら、ぜひ一度お訪ねください。あなたの人生を笑顔でいっぱいの日々にしたいと願うスタッフが、あ
なたにお会いできるのを楽しみにお待ちしています。        （シャローム所沢　施設長　最上千都）

「
桜
」 

﹇
写
真
﹈

Ｋ
．Ｊ
さ
ん<

シ
ャ
ロ
ー
ム
所
沢>

ザクスナイパーカスタム（野戦休息）  ［ジオラマ］

輪幸さん<シャローム和光>

〈作品説明〉この作品はジオン公国軍の特殊別動偵察狙撃部隊が砂漠での野
営、補給、整備、休息のイメージで制作しました。
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